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The purpose of this tudy was to understand self-perception by patients with man-
dibular protrusion,then w  instructed them to draw their ideal facial image using soft-
ware that allowed unlimited morphing.The subjects were 10 male and 10 female pa-
tients with skeletal C assⅢ malocclusion.We p rformed measurements of their face
using anon-contacting three-dimensional optical surface scanner instrument toobtain
three-dimensional f cial image data,which were transferred to apersonal computer for
use with facial morphing software.Both e patients and orthodontists were asked to
draw an ideal facial profile bymoving 5 movable points et on the lower face.We then
determined the amount of change in facial data before and after morphing those images.
Measurements were made at 5 points,namely,the Labiale superior,Stomion,Labiale
inferior,Submentale,and Pogonion soft.Differences between the groups were analyzed
using a Mann-Whitney U-test.
The following findings were obtained.
1.The ideal facial images of Class Ⅲ malocclusion patients were quantitatively
evaluated using software able to morph their present images.
2.The ideal facial image was different be ween the Class Ⅲ and orthodontist groups
in regard to the upper and lower lips in both male and female subjects,as the pa-
tients tended to place the lips in a more protruded position than orthodontist.
3.There was no difference in regard to the chin position between the Class Ⅲ and
orthodontist groups.In addition,male and female subjects showed the same ten-
dency for their ideal facial image.
Our findings suggest hat Class Ⅲ malocclusion patients prefer amore protruded
position for the upper and lower lips as compared to that considered byorthodon-
tists to be ideal.In contrast,Class Ⅲ patients and orthodontists eem to have the
same ideal image for mandibular positions.
4.Software that is able to morph captured image is an useful tool to get informed
consent.
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態の距離変化 を平均 したものから算出 した。咬頭
嵌合位時と下顎5mm移動時の三次元顔画像 を計測
矯正歯科治療の目的は,歯 列,咬 合,口 腔周囲
筋など機能面での改善だけではなく,審美的な改
善 も重要である。審美的な改善は個人の社会 との
関わりや,精 神的な幸福にまで広 く影響 を与える
との報告があり1),矯正歯科は歯科の中で も患者












時代背景,シ ルエ ットや写真などの さまざまな要




ら理想顔貌を提示 し患者に選択 させ る手法が多く,
患者の希望を十分に把握できていない。審美的な
改善には患者の理想を把握するための十分なイン
フォーム ドコンセン トが必要であり,患 者の理解
























して同 じ部位 の変化量 を平均 して画 像の変形 に利
用 し た。 下 顎 移 動 時 の 咬 合 はGeorge Gauge
(Great Lakes社,New YOrk)を改 良 したプ レー
ト(以 下バ イ トプ レー ト)を 用 いて三次元顔 画像
を採得 した。
ポ リゴンデータとして認識 され,一 回の操作で
640×480個のデータを採得可能である。ポ リゴ
ンデータには三次元位置データと色彩データを有
し て お り,Polygon　Editting　Tool(KONICA
MINOLTA社,Tokyo)を用いて立体構築 した。
4)画像の重ね合わせ
立体構築 したデー タは画像構成 ソフ トウェア
Rapid　Form　2006(INUs　Technology,seoul;以
下RF)に 転送 され,正 面,左 側,右 側の順に三
方向から撮影 した顔貌の画像 を重ねあわせた。軟
組織上の基準点に配置 した赤色シールを参考に し
て,三 方向の画像の一致するポイン トを指定 し,

























Li,sb,Pogs,Mesを通 りX軸 に平行 な直線
左右外眼角点 を通 りY軸 に平行な直線で囲まれ
た四角形群 を設定す る。四角形群 を変形子 とし,
それぞれの変形子を横に8分 割,縦 に4分 割 した




をX軸,上 下 をY軸,前 後をZ軸 とした。X軸
は左右内眼角点 を通 る直線,Y軸 はX軸 とZ軸
それぞれに直交す る直線,Z軸 は原点 を通 りFH






全体 を回転 させることも可能であり,あ らゆる方
向か ら画像の変化 を確認す ることが可能である。
可動点を動かすことで可動点周囲の画像はデータ
ベースに蓄積 されたデータをもとに画像を変形さ
と5mm移動 時の変化量 を変形 グ リッ ドの各 隅点で
計測 して部位 ごとの変化 率 を再現 した。
変 化率 のデー タはシステ ムの デー タベ ースに蓄
積 され,20人 の蓄 積 デ ー タ を平均 して変 化 率 と
して採 用 した。
8)理 想顔貌 の描 画
7つ の 特徴 点 の うち両 端 にあ るsnとMesを
固定 点 と し,Ls,stm,Li,sb,Pogsの5つを
Lsを前 方 にstm,Li,sb,Pogsを後 方 に描 画
す ることを把 握 した。
2.男 性群 と矯正 医群 の理想顔 貌 を比較 した結
果,Ls(p<0.05)の 移動 量 とstm(p<0.01),
Li(p<0.05)の移動量 で有 意 な差 を認 めた。sb
とPogsの移動量 で は有意 な差 を認 め なかった(図
10,11,表2)。
3.女 性群 と矯正 医群 の理 想顔貌 を比 較 した結
果,Ls(p<0.01)とstm(p<0.01),Li(p
<0.05)の移 動量 で有意 な差 を認 め,SbとPogs
の移動 量で は有 意 な差 を認 め なか った(図10,11,
表2)。
顔貌のバランスは人の魅力や人に与える印象を
大 きく左右す る要素である13)。美の基準 は時代,















































ないと報告 している22)。しか し,Ⅲ級群 は下顎が
前方位 に存在するため,下 顔面外形や鼻翼周囲に
レーザー光が当た りにくい部位が存在する。本研
究では欠損部 を補 うために正面 と左右方向から撮
影を行い三方向画像を合成することでお互いの欠











のス トレスはないと考 えられ,本 研究のシステム
はインフォーム ドコンセン トを行 う上で有用であ
ると考えられた。
男女の下顎前突症患者に対 して,三 次元顔画像





























に対 してオ トガイの位置 を定めていた。矯正医は
E-Line14)など側貌 に関す る評価基準の教育 を受
けているため,初 めにオ トガイ部の位置を決めた
後,口 唇部を描画 した ことが推測 され,Ⅲ 級群 と
矯正医群で理想顔貌の描画基準が異なっていたと
考えられる。
シルエ ッ ト画像を用いたIoiら5)は,歯科医 と
一般人 との認識には違いがあり,一般人では下顎
が後退 している側貌を好むと報告 している。 しか
し,下顔面部全体 を前後方向に変形 させたテンプ
レー トを被験者に提示 して評価す るものであ り,



















tion of soft issue change gradients after man-
dibular setback surgery in skeletal Class Ⅲ
malocclusion.Angle Orthod.80;896-903
2010.
Jacobson,R.L.:Facial analysis in two and
three dimensions.1st Ed.Quintessence Pub-
lishing;273-294 1995.








ciation of various options for Class Ⅲ surgical
correction.Eur.J.Orthod.32;395-402 20 9.
辻 哲:下 顎 前 突 症 患 者 に お け る 心 理 学 的 研
究 － 男 女 別 の 術 前 患 者 群 ・対 照 群 ・術 後 患 者 群
の 相 互 比 較 －.日 口 外 誌33;1481-1500 1987.
山 田 長 信:下 顎 前 突 症 患 者 の 心 理 学 的 行 動 パ タ ー
ン に 関 す る研 究 － ア ン ケ ー ト調 査 に よる-.第4
編 ア ン ケ ー ト調 査 項 目 の 因 子 分 析.日 口 外 誌
28;598-603　1982.
大 塚 香 織:微 笑 顔 貌 に 対 す る 骨 格 性 下 顎 前 突 者
の 自 己 認 知 に 関 す る研 究.奥 羽 大 歯 学 誌22;
147-166　1995.
Burcal,R.G.,Laskin,D.M.and　sperry,T.P:
Recognition of profile change after simulated
orthognathic surgeryJ.Oral maxillofac.surg.
45;666-670 1987.
De smit,A.and Dermaut,L,:soft-tissue pro－
file preference.Am.J.Orthod.86;67-73
1984.
中 川 公 貴,寺 田 員 人,稲 見 佳 大,Gramaticescu,
C.E.,森 田 修 一,花 田 晃 治:非 接 触 型 顔 面 三 次
元 表 面 形 状 計 測 装 置 の 計 測 特 性 に 関 す る 検 討.
新 潟 歯 学 会 誌31;147-152 2001.
kau,C.H.,Richmond,s.,Zhurov,A.I.,knox,
J.,Chestnutt,I.,Hartles,F.and Playle,R.:
Reliability ofmeasuring facial morphology
with a 3-dimensional laser scanning system.
Am.J.Orthod.Dentofacial Orthop.128;424-
430 2005.
著 者 へ の 連 絡 先:松 島 修 一 郎,(〒963-8611)郡 山 市 富 田
町 字 三 角 堂31-1奥 羽 大 学 歯 学 部 成 長 発 育 歯 学 講 座 歯 科
矯 正 学 分 野
Reprint requests:syuichiro MATsUsHIMA,Division
of Orthodontics and Dentofacial Orthopedics,
Department of Oral Growth and Development,Ohu










廣 瀬 将 邦,中 村 真 治,黒 田 栄 子,福 井 和 徳,氷 室
利 彦:奥 羽 大 学 歯 学 部 附 属 病 院 に お け る 過 去5
年 間 の 矯 正 歯 科 患 者 の 統 計 学 的 観 察.Orthod-
Waves.Jpn.Ed.65;35-41　 2006.
山 田 長 信:下 顎 前 突 症 患 者 の 心 理 学 的 行 動 パ タ ー
ン に 関 す る 研 究 － ア ン ケ ー ト調 査 に よ る －.第
1編　 術 前 ・術 後 自 己 評 価 の 変 化 に つ い て.日










Perception of profile among laypeople,dental
students and orthodontic patients.Angle Or-
thod.78;983-987 2008.
Ioi,H.,shimomura,T.,Nakata,s.,Nakasima,
A.and Counts,A.L.:Comparison of antero-
posterior lip positions ofthemost-favored fa-





dentofacial attractiveness before and after ex-
posure to facial photographs.Angle Orthod.
81;517-524 2011.
比 地 岡 浩 志:下 顎 前 突 症 患 者 の 下 顎 後 方 移 動 術
前 後 に お け る 顔 面 形 態 の 三 次 元 的 分 析.日 顎 変
形 誌8;157-169 1998.
河 内 満 彦,松 尾 健 一,菅 原 準 二,川 村 仁,三
谷 英 夫:顎 矯 正 手 術 後 の 鼻 部 ・上 唇 部 軟 組 織 側
貌 変 化 の 予 測 に 関 す る研 究 － 上 顎 骨 の 移 動 方 向
別 に 分 類 し た 多 変 量 解 析 に よ る 検 討 －.日 顎 変
形 誌8;170-185 1998.
Lim,Y.k.,Chu,E.H.,Lee,D.Y.,Yang,I.H.
